心に 移す のであった。 燧の 鉄と 石の 触れ あう 音、 迸 

る 火花、 ホ クチの 燃える かすかな 囁き、 附け 木の 燃え 

つくと きの 蒼白な 焰の 色と 亜硫酸の 臭気、 こうした 感 

覚の コム プ レツ キス に は 祖先 幾 百年 の 夢と 詩が 結び付 

いていた ような 気がする。 

マッチの こと は 「ス リツ ケ」 と 云った。 「摺 リ附け 木」 

の 略称で ある。 高等 小学校の 理科の 時間に TK 先生と 

るつぼ せきりん 

いう 先生が 坩堝の 底に 入れた 塩酸 カリの 粉に 赤燐 を 

ちょ っぴ り振リ かけた の を 鞭の 先で ちょ つと つ つくと 

ぱ つ と 発火す ると いう 実験 を や つ て 見せて くれた こと 

を 思い出す。 そのと き 先生 自身が ひどく 吃驚した 顔 を 



あるが、 言葉に 窮 して 考えて いる 間に 火が 消える とそ 

の 人 は 何 かしら 罰と して 道化た 隠し芸 を 提供 実演し な 

ければ ならない ので ある。 

その外に 「力 ァチ /\」 という 遊びが あった。 詳し 

しょうや か はち 

いこと は 忘れた が、 何でも 庄屋になる 人と 獵師 (加 八 

という 名に なって いる) になる 人の 外に、 狸 や 猪 や 熊 

くじき 

や 色々 の 動物になる 人 を 籤引きで きめる。 そこで 庄屋 

になった 人が 「力 ァチく 鉄砲 打て」 と 命ずる と、 「力 

ァチ (加 八)」 になった 子が 「何 を 打ちましょう」 と 聞 

く。 そこで 庄屋 殿が 例えば 「狸」 と 仰せられ ると 加 八 

は 一 同の 顔色 を 注意 深く 観察して 誰が 「狸」 であるか 



があった。 この 「難破船」 の 遊びが 前述の 「神 鳴り」 

とそつ くり 同じよう である。 

L こ し ま 

先ず はじめに 銘々 の 持ち もの を 何 か 一 つず つ 担保 

gage として 提供させる。 それから 一 人 「船長」 がきめ 

られ る。 次に テ— ブル を 囲んだ 人々 の 環 を 伝わって 卓 

の 下で こそこそと 品物が 廻され る。 口々 に Lamer 

なぎ 

est c ひ Ime, la mer est c ひ Ime. (好い 迅だ) と 云って レ 

る。 次に 何と 云った か 忘れた が、 とにかく 「海が 荒れ 

出した」 という 意味の 言葉 を 繰返して いる。 その 間に 

も 断えず 皆が 卓の 下で 次々 に 品物 を 渡して いるよう な 

真似 をして いる、 その 人の 環の どこか を 実際に 品物が 



移動して いるので ある。 船長が いきなり 「ノ ー フラ— 

ジュ (難船)」 と 怒鳴る と、 移動が ぴたりと 止まる ので 

ある。 自分 も 一度 運悪く この 難船に ぶっかって 何かケ 

ル クシ ョ ー ズを しなければ ならな いこと になった ので、 

その ケル クシ ョ— ズの 思案に 苦しんで いたら 隣席の 若 

い ドイツ人が ドイツ語で こっそり 「いちばん 年と つた 

ダ ー メに花 を 捧げた まえ」 と 教えて くれた。 幸いに ド 

イツ 語 はこの 席の 誰に も 通じなかった ので ある。 そこ 

で 私 は 立って 窓枠に のせて あった 草花の 鉢 を もって 片 

隅に 始めから 黙って 坐 つ ていた 半白の 老 寡婦の 前に 進 

み、 うやうやし くそれ を 捧げる 真似 をしたら 皆が 喜ん 



で ブラボ— を 叫んだり 手と 拍 いたりした。 その 時 主婦 

の ルコック 夫人が 甲高い 声 を 張 上げて Elle a rougi ！ 

ellearougi! と 叫んだ。 私 は そのと きの 主婦の 灰汁の 

強 過ぎる パ リジ ェ ンヌ ぶりに 軽い 反感 を 覚えな いで は 

いられなかった のであった。 

あとで 担保に 入れて あった ガ ー ジ ュ を銘々 に 返して 

いたと き、 一 本の 鉛筆 を さし 上げて 「これ は どなたの 

でした か」 と 主婦が 尋ねたら、 一座の 中の 二人の イタ 

リア 女の 若い 方が 軽く 立 上が つ て 親指で 自身の 胸 を 指 

さし、 ただ 一 言 ゆっくり 静かに II mio. と 云った。 そ 

のとき ほど 私 は イタリア 語と いう もの を 優美な ものに 



思った こと はない ような 気がする。 

ドイツの 冬 夜の 追憶に ついてはもう 前に 少しば かり 

書いた ような 気がする が、 今 この 瞬間に 突然 想い出し 

たの はゲッ チン ゲンの 歳暮の ある 夜の ことで ある。 雪 

が 降り出して 夜中に は 相当 積もった。 明り を 消して 寝 

ひづめ 

ようとして いると 窓外に 馬の 蹄 の 音と シャ 

ン/^ /^という 耳 馴れぬ 鈴の 音が する。 力— テン を 

のぞ ひとけ 

上げて 視 いてみ ると、 人気の ない 深夜の 裏通り を 一台 

ゆき そリ すべ 

の雪橇 が、 にって 行く、 と 思う 間もなく、 もう 町の 力— 

ヴを 曲つ て 見えな くな つ てし ま つ た。 

子供の 時分に ナシ ョ ナ ルリ— ダ— を 教わ つたと きに 



そういう 時に またよ く 程近い 刑務所の 構内で どこと な 

く 夜警の 拍子木 を 打つ 音が 響いて いた。 そうして 河 向 

い の 高い 塀の 曲り角の ところの 内側に 塔の ような 絞首 

台の 建物の 屋根が 少し 見えて、 その上に は 巨 杉に 蔽ゎ 

れた城 山の 真暗な シルェ ットが 銀 砂 を 散らした 星空に 

高く 聳えて いたので ある。 

(昭和 九 年 十二月 『短歌 研究』) 
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